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国
語
総
合

第
４
回

漢
文
の
基
本

返
り
点

レ
ポ
ー
ト
だ
け
で
は
練
習
不
足
、
説
明
不
足
に
な
り
ま
す
。
こ
の
別
紙
で
練
習
を
積
ん
で
く
だ
さ
い
。

問

空
欄
に
読
む
順
番
を
示
す
数
字
を
入
れ
な
さ
い
。

①

（
ヒ
ン
ト
）
ど
の
マ
ス
の
左
下
に
も
記
号
が
な
い
。

②

（
ヒ
ン
ト
）
レ
点
は
直
下
の
字
を
読
ん
で
か
ら
ひ
っ
く
り
返
る
。

レ

レ

③

（
ヒ
ン
ト
）
左
下
に
記
号
が
な
い
の
は
一
番
下
（
四
番
目
）
だ
け
。
あ
と
は
レ
点
。

レ

レ

レ

④

（
ヒ
ン
ト
）
左
下
に
記
号
の
な
い
マ
ス
は
二
番
目
と
三
番
目
。
あ
と
は
「
一
」
「
二
」

二

一

の
順
番
で
ひ
っ
く
り
返
る
。

⑤

（
ヒ
ン
ト
）
左
下
に
記
号
の
な
い
マ
ス
は
二
、
四
番
目
。

三

二

一

あ
と
は
「
一
」
「
二
」
「
三
」
の
順
番
で
読
む
。

※
「
レ
点
」
は
直
下
の
一
字
か
ら
す
ぐ
上
に
ひ
っ
く
り
返
り
、
「
一
」
「
二
」
「
三
」
は
二
字
以
上
離
れ
て
い
る
と
き
に
使
う
。

⑥

下

二

一

中

上

（
ヒ
ン
ト
）
左
下
に
記
号
の
な
い
マ
ス
は
三
、
六
番
目
。
し
か
し
四
番
目
に
「
一
」
、
五
番
目
に
「
中
」
が
あ
る
の
で
、
「
一
」

で
立
ち
止
ま
り
「
二
」
を
読
み
、
そ
の
後
六
番
目
の
マ
ス
に
降
り
て
、
残
っ
た
「
上
」
「
中
」
「
下
」
を
読
む
。

※
「
上
（
中
）
下
点
」
は
「
一
二
点
」
を
使
っ
て
も
な
お
離
れ
た
場
所
に
ひ
っ
く
り
返
る
場
合
に
使
う
。

※
「
一
」
が
あ
っ
た
ら
、
「
一
」
よ
り
下
に
、
左
下
に
記
号
の
な
い
マ
ス
が
あ
っ
て
も
「
一
」
を
優
先
さ
せ
「
二
」
へ
行
っ
て
か

ら
、
左
下
に
記
号
の
な
い
マ
ス
へ
戻
る
。

※
注
※

（
誤
）

１

２

３

左
下
に
記
号
の
な
い
マ
ス
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
あ
る
。

二

一

一
番
下
の
マ
ス
を
「
３
」
番
目
に
読
ん
で
し
ま
う
と
、

↑

「
一
」
ま
で
ひ
っ
く
り
返
る
方
法
が
な
く
な
る
。

×

下
の
マ
ス
か
ら

よ
っ
て
（
正
）
の
よ
う
に
読
む
の
が
正
し
い
。

ひ
っ
く
り
返
っ
て

来
れ
な
い
！

（
正
）

４

１

２

３

５

一
番
下
の
マ
ス
の
左
下
に
記
号
は
つ
い
て
い
な
い
が
、

二

一

「
一
」
→
「
二
」
を
優
先
し
て
読
ん
で
か
ら
、
一
番

下
の
マ
ス
へ
戻
る
。

「
一
」
→
「
二
」
を
優
先
！

●
「
ヲ
・
ニ
・
ト
・
ヨ
リ
」
と
い
う
送
り
仮
名
が
あ
る
場
所
に
は
返
り
点
が
あ
り
ま
す
よ
！
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
で
す
。
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再
読
文
字
の
返
り
点
は
慣
れ
が
必
要
！

（
例
）
「
未
完
成
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
意
味
は
「
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
昔
の
日
本
人
は
、

み

か

ん

せ

い

「
未
」
と
い
う
漢
字
に
、
前
の
行
で
傍
線
を
引
い
た
「
ま
だ
」
と
「
な
い
」
と
い
う
二
つ
の
読
み
を
与
え
な
い
と
、
日

本
語
と
し
て
読
め
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
一
度
「
ま
だ
」
と
読
ん
だ
後
、
返
り
点
を
使
っ
て
、
二
度
目
に
「
な
い
」
ま
で
戻
っ
て
く
る
方
法
を
思
い
つ
き

ま
し
た
。
左
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

左
下
に
「
二
」
が
あ
る
が
、
再
読
文
字
一
度
目
の
よ
み
は
返
り
点
を
無
視
す
る
。

↓
い
ま
ダ

セ

い
ま

か
ん
せ
い

未
完
成

２

３

（
よ
み
）

未
だ
完
成
せ
ず
。

4 1

ず

二

一

↑

↑

↑

二

一

一
度
目
は

二
度
目
に
読
む
と
き
は

二
度
目
は

「
漢
字
の
ま
ま
」

「
ひ
ら
が
な
」
に
す
る
。

「
ひ
ら
が
な
」
に
す
る
。

（
古
語
）

（
現
代
語
）

い
ま
だ

→

ま
だ

ず

→

な
い

※
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
再
読
文
字
は
、
漢
字
の
両
側
に
読
み
仮
名
、
振
り
仮
名
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
再
読
文
字
と
わ
か

る
は
ず
。

～
教
科
書
Ｐ

「
守
株
」
に
お
い
て
、
国
中
の
笑
い
も
の
に
さ
れ
た
農
民
に
つ
い
て
～

324

こ
の
話
の
元
と
な
っ
た
『
韓
非
子
』
と
い
う
書
物
は
、
孔
子
の
思
想
で
あ
る
「
礼
」
や
「
徳
」
の
あ
る
政
治
家
が
慕
わ
れ
る
の
が

理
想
で
あ
っ
た
時
代
と
、
「
礼
」
や
「
徳
」
で
は
な
く
厳
し
い
「
法
」
で
人
民
を
治
め
て
い
く
の
が
よ
い
と
い
う
時
代
の
過
渡
期
に

作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

要
す
る
に

徳
治
主
義
か
ら
法
治
主
義
へ

の
流
れ
で
作
ら
れ
た
た
と
え
話
で
す
。

こ
の
話
に
出
て
く
る
農
民
は
、
一
度
偶
然
で
捕
ま
え
た
ウ
サ
ギ
を
、
以
前
と
同
じ
方
法
で
捕
ま
え
よ
う
と
し
て
、
待
ち
ぼ
う
け
を

食
ら
い
ま
す
。
今
ま
で
通
用
し
た
「
礼
」
や
「
徳
」
で
人
民
を
従
え
て
い
く
と
い
う
方
法
で
は
無
理
な
世
の
中
に
な
っ
て
い
て
、
厳

し
い
「
法
」
を
用
い
な
い
と
従
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
な
い
古
い
タ
イ
プ
の
政
治
家
像
を
描
い
て
い
る
の

で
す
。
ま
た
、
当
時
の
農
民
は
米
を
は
じ
め
と
し
た
、
穀
類
や
野
菜
類
を
主
食
と
し
て
い
て
、
滅
多
に
動
物
性
の
タ
ン
パ
ク
質
を
摂

取
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
偶
然
に
ウ
サ
ギ
を
捕
ら
え
た
一
度
目
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
そ
う
偶

然
は
そ
ん
な
に
続
か
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。

参
考

性
善
説

…
人
間
の
生
ま
れ
持
っ
て
の
性
格
は
「
善
」
で
あ
る
と
説
く
。
成
長
し
、
世
俗
の
考
え
方
が
身
に
つ
い
て
し
ま

せ

い

ぜ

ん

せ

つ

う
こ
と
で
だ
ん
だ
ん
と
「
悪
」
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
。

性
悪
説

…
人
間
の
生
ま
れ
持
っ
て
の
性
格
は
「
悪
」
で
あ
る
と
説
く
。
だ
か
ら
教
育
や
法
律
が
必
要
で
、
そ
れ
に
よ
っ

せ

い

あ

く

せ

つ

て
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
「
善
」
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
。

※

左
下
に
記
号
が
あ
る
文
字
は
、
何
番
目
に
読
む
か
分
か
ら
な
い
段
階
で
も
、
記
号
に
従
っ
て
矢
印
を
つ
け
て
お
く
こ
と
は
で
き

る
。
左
下
に
記
号
の
な
い
文
字
に
順
番
を
つ
け
て
か
ら
、
矢
印
の
順
に
数
字
を
入
れ
て
い
く
と
わ
か
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

レ

下

二

一

上

○
「
レ
」
は
下
か
ら
す
ぐ
上
へ
。

「
一
」
「
二
」
は
必
ず
連
続
。

「
上
」
「
下
」
は
必
ず
連
続
。


